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二
○
一
三
年
度
第
二
回
評
議

員
会
は
、
開
会
に
先
立
ち
石
井

み
ど
り
参
議
院
議
員
の
当
選
御

礼
挨
拶
か
ら
始
ま
っ
た
（
要
旨

別
掲
）。

　

そ
の
後
、
秋
山
佳
弘
副
議
長

（
徳
島
）
が
氏
名
点
呼
を
行
い
、

評
議
員
五
十
九
名
中
、
五
十
八

名
の
出
席
を
確
認
し
、
黒
田
文

彦
議
長
（
富
山
）
に
報
告
し
た
。

こ
れ
を
受
け
議
長
は
、
日
本
歯

　

日
本
歯
科
技
工
士
連
盟
（
会
長　

古
橋
博
美
）
は
、
去
る
十
一
月
十
六
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
歯
科
技
工
士
会

館
（
東
京
・
市
ヶ
谷
）
に
お
い
て
二
○
一
三
年
度
第
二
回
評
議
員
会
を
開
催
し
た
。
冒
頭
、
先
の
第
二
十
三
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
で
見
事
当
選
を
果
た
し
た
石
井
み
ど
り
参
議
院
議
員
が
来
館
さ
れ
、
日
技
連
盟
会
員
の
皆
様
に
支
援
を
い
た
だ
い

た
こ
と
へ
の
謝
意
と
、
所
信
に
つ
い
て
表
明
さ
れ
た
（
別
掲
）。
そ
の
後
、
議
案
の
審
議
に
入
り
、
第
一
号
議
案
・
二
○

一
四
年
度
活
動
方
針
承
認
を
求
め
る
件
、
第
二
号
議
案
・
二
○
一
四
年
度
予
算
承
認
を
求
め
る
件
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
賛

成
多
数
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

日
本
歯
科
技
工
士
連
盟
の

二
〇
一
三
年
度
第
二
回
評
議
員

会
開
催
に
当
た
り
ま
し
て
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
末
の
総
選
挙
で
与
野
党

が
逆
転
を
し
て
、
新
た
な
政
治
構

造
の
中
で
政
治
活
動
が
展
開
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

当
連
盟
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆

様
方
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
そ
れ
に
対
応
す
べ
く
さ
ま

ざ
ま
な
政
治
活
動
を
ス
ピ
ー
ド

感
と
熱
意
を
も
っ
て
展
開
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
案
内
の
よ
う
に
旧
政
権
時

代
か
ら
歯
科
技
工
所
の
施
設
基

準
を
明
確
に
す
る
、
患
者
識
別

や
歯
科
技
工
所
識
別
に
つ
い
て

省
令
上
き
ち
ん
と
担
保
す
る
こ

と
等
に
つ
い
て
は
、
こ
の
四
月

か
ら
省
令
が
改
正
さ
れ
、
歯
科

技
工
所
の
構
造
設
備
、
指
示
書

の
記
載
内
容
の
変
更
で
歯
科
技

工
士
法
施
行
規
則
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
施
行
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
参
議
院
選
挙
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
当
初
か
ら
関

係
団
体
と
調
整
を
し
て
お
り
、

政
策
協
定
を
結
び
、
相
互
間
の

覚
書
を
交
わ
し
、
当
時
は
候
補

予
定
者
の
石
井
み
ど
り
参
議
院

議
員
と
も
合
意
書
を
交
わ
し
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
い

受
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

い
ま
は
四
十
名
の
議
員
の
先

生
方
で
「
歯
科
技
工
士
に
関

す
る
制
度
推
進
議
員
連
盟
」

と
い
う
も
の
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
先
般

も
、
国
会
会
期
中
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
議
員
会
館
だ

け
で
な
く
国
会
議
事
堂
の
中

や
、
首
相
官
邸
や
、
政
務
官

室
等
に
議
員
連
盟
の
所
属
議

員
が
お
り
ま
す
の
で
、
そ
う

い
う
と
こ
ろ
で
、
懸
案
問
題

を
直
接
正
確
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
状
況
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
評
議
員
会
は
、
来

期
の
活
動
方
針
を
決
め
て
い

た
だ
き
、
新
し
い
体
制
で
さ

ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ

よ
う
と
い
う
評
議
員
会
で
あ

り
ま
す
。
慎
重
な
審
議
の
上

で
、
す
ば
ら
し
い
評
議
員
会

に
な
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を

し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

て
日
技
連
盟
の
推
薦
候
補
者
と

し
て
立
派
な
成
績
で
当
選
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

実
は
一
昨
日
も
石
井
議
員
に

は
お
会
い
し
ま
し
た
が
、
我
々

の
懸
案
事
項
の
国
家
試
験
の
統

一
と
い
う
の
は
昭
和
五
十
七
年

以
来
三
十
年
も
か
か
っ
て
い
る

わ
け
で
す
か
ら
、
熱
意
と
ス
ピ

ー
ド
感
を
も
っ
て
法
改
正
を
お

願
い
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
恐

ら
く
今
月
中
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

三
十
年
待
っ
て
よ
う
や
く
次
の

通
常
国
会
で
歯
科
技
工
士
法
が

改
正
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
ま

さ
に
皆
さ
ん
方
の
ご
支
援
の
お

か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
議
員
連
盟
の
こ

と
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
報
告
事

項
で
詳
し
く
お
話
し
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
大
変
熱
意

の
あ
る
先
生
方
に
幹
部
を
引
き

れ
、
議
長
は
報
告
事
項
の
報
告

を
執
行
部
に
求
め
た
。

　

古
橋
会
長
よ
り
、
直
近
の
渉

外
活
動
に
つ
い
て
、
歯
冠
修
復

及
び
欠
損
補
綴
に
お
け
る
製
作

技
工
・
製
作
管
理
に
関
わ
る
主

な
診
療
報
酬
点
数
表
（
材
料
料

含
ま
ず
）
に
つ
い
て
、
医
療
法

等
改
正
法
案
の
全
体
像
に
つ
い

て
、
千
葉
県
議
会
か
ら
「
歯
科

技
工
所
の
識
別
番
号
制
度
並
び

に
表
示
義
務
の
法
制
化
に
関
す

る
意
見
書
」
が
出
さ
れ
た
旨
等

に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
・
報
告

が
あ
っ
た
。
ま
た
併
せ
て
、
第

二
十
三
回
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
日
技
連
盟
推
薦
議
員
の
当
落

結
果
報
告
が
あ
っ
た
。

　

引
き
続
き
時
見
理
事
長
か
ら

は
、
二
○
一
四
年
度
日
本
歯
科

技
工
士
連
盟
役
員
選
挙
選
挙
管

理
委
員
会
設
置
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　

議
長
は
そ
の
他
の
発
言
が
あ

る
か
議
場
に
諮
り
、
評
議
員
か

ら
は
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け

て
、
岩
手
県
議
会
が
「
歯
科
技

工
所
へ
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
被
災
復
旧
支
援
の
拡
充
と
歯

科
技
工
所
を
医
療
提
供
施
設
に

位
置
付
け
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
」
を
提
出
し
た
た
め
、
こ

の
動
き
を
全
国
に
広
め
て
欲
し

い
旨
の
提
言
が
あ
っ
た
。

　

議
長
は
他
に
発
言
が
な
い
旨

を
確
認
し
て
二
○
一
三
年
度
第

二
回
評
議
員
会
は
閉
会
し
た
。

科
技
工
士
連
盟
規
約
第
二
十
六

条
に
基
づ
き
、
二
○
一
三
年
度

第
二
回
評
議
員
会
の
開
会
を
宣

言
し
た
。

　

次
い
で
議
長
は
、
議
事
録
署

名
人
の
選
出
を
議
場
に
諮
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
議
長
一
任
と
な

り
、
木
村
壽
二
評
議
員
（
青
森
）

と
小
谷
和
弘
評
議
員
（
大
阪
）

が
指
名
さ
れ
、
両
評
議
員
受
諾

後
古
橋
会
長
の
挨
拶
（
要
旨
別

掲
）
に
移
っ
た
。

　

引
き
続
き
議
長
は
、
議
事
に

入
る
旨
を
議
場
に
告
げ
、
第
一

号
議
案
・
二
○
一
四
年
度
活
動

方
針
承
認
を
求
め
る
件
、
第
二

号
議
案
・
二
○
一
四
年
度
予
算

承
認
を
求
め
る
件
の
一
括
上
程

を
執
行
部
に
求
め
た
。

　

第
一
号
議
案
は
岩
澤
毅
総
務

よ
り
、
七
項
目
に
わ
た
る
活
動

方
針
と
、
八
項
目
に
わ
た
る
重

点
的
事
項
に
つ
い
て
説

明
が
加
え
ら
れ
た
。
続

く
第
二
号
議
案
は
、
国

府
田
知
生
副
会
長
か

ら
、
収
入
内
訳
と
使
途

内
訳
が
丁
寧
に
説
明
さ

れ
た
。

　

議
長
は
こ
こ
で
質
疑

応
答
に
入
る
旨
を
議
場

に
告
げ
、
評
議
員
の
挙

手
を
求
め
た
（
質
疑
応

答
要
旨
別
掲
）。

　

活
発
な
質
疑
応
答
の

後
、
議
長
は
採
決
に
入

る
旨
を
議
場
に
告
げ
、

採
決
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
第
一
号
議
案
、

第
二
号
議
案
と
も
賛
成

多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ

た
。

　

そ
の
後
議
長
は
協
議

事
項
に
入
る
旨
を
議
事

に
告
げ
、
執
行
部
に
提

案
を
求
め
た
が
、
執
行

部
か
ら
協
議
を
行
う
事

案
は
無
い
旨
が
告
げ
ら
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第
二
十
三
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
結
果
を
受
け

石
井
み
ど
り
参
議
院
議
員
来
館
！

二
○
一
三
年
度
第
二
回
評
議
員
会

第
二
十
三
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
結
果
を
受
け

石
井
み
ど
り
参
議
院
議
員
来
館
！

　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

こ
の
夏
に
あ
り
ま
し
た
第

二
十
三
回
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
当
に

皆
様
方
か
ら
、
大
き
な
、
大
き

な
お
力
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
何

と
か
二
期
目
の
当
選
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
貴

重
な
お
時
間
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

お
礼
を
申
し
上
げ
る
機
会
を
賜

わ
り
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
様
方
か
ら
賜
わ
り
ま
し
た

こ
の
お
支
え
に
対
し
て
、
ご
恩

に
報
い
る
の
は
た
だ
一
つ
、
選

挙
の
と
き
に
訴
え
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
公
約
を
一
つ
ひ
と
つ
実

現
す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し

て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
特
に
、
歯
科
技
工
士
連

盟
が
抱
え
て
お
ら
れ
る
課
題
に

対
し
て
い
ち
早
く
実
現
す
る
た

め
に
、
私
も
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

来
年
の
通
常
国
会
で
は
、
歯

科
技
工
士
法
の
改
正
案
が
出
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
来

年
の
通
常
国
会
で
保
助
看
法
の

改
正
法
案
と
と
も
に
出
て
く
る

予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

ず
は
、
こ
の
成
立
に
力
を
傾
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ま
だ
ま
だ
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

幸
い
に
も
議
員
連
盟
を
立
ち
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

多
く
の
議
員
の
力
を
一
つ
に
し

て
、
皆
様
方
の
経
営
環
境
や
、

国
民
の
方
々
の
口
腔
保
健
の
維

持
増
進
の
た
め
に
日
々
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
る
真
摯
な
ご
努

力
に
報
い
る
こ
と
が
政
治
の
責

任
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ

れ
か
ら
六
年
と
い
う
お
時
間
を

賜
わ
り
ま
し
た
の
で
、
我
な
が

ら
大
変
難
し
い
課
題
を
目
標
と

し
て
掲
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
一
歩
、
一
歩

前
に
進
ん
で
い
く
こ
と
は
可
能

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
い
か

に
難
し
い
困
難
な
目
標
で
あ
っ

て
も
、
不
可
能
で
は
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
時
間
が

か
か
る
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
か
ら
の
こ
れ
ま
で
以
上

の
大
き
な
ご
指
導
、
ご
支
援
を

支
え
と
し
て
、
今
ま
で
の
六
年

以
上
に
全
力
を
尽
く
し
て
働
い

て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
変
わ

ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
支
援
な
に
と

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

石
井
み
ど
り
参
議
院
議
員
挨拶
要旨
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層
の
歯
科
技
工
士
の
提
言
を
政

策
と
し
て
反
映
さ
せ
て
い
く
こ

と
で
、
組
織
拡
充
を
図
っ
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
。

●問　

歯
科
技
工
所
の
構
造
設
備

基
準
、
歯
科
技
工
所
・
特
定
人

の
識
別
に
関
す
る
省
令
改
正
の

普
及
を
進
め
、
次
ぎ
の
ス
テ
ー

ジ
に
向
け
体
制
整
備
を
進
め
る

と
あ
る
が
、
次
ぎ
の
ス
テ
ー
ジ

と
は
何
を
指
す
の
か
。

●答　

省
令
改
正
の
と
き
覚
書
を

交
わ
し
て
い
る
が
、
省
令
改
正

の
実
施
状
況
を
見
な
が
ら
、
改

め
て
法
整
備
の
必
要
な
も
の
に

つ
い
て
は
取
り
組
ん
で
い
く
と

い
う
こ
と
。

●問　

会
費
収
入
と
支
出
に
つ
い

て
、
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
が
、
会

員
増
強
が
必
要
で
は
な
い
か
。

●答　

歯
科
技
工
士
に
係
る
様
々

な
制
度
を
改
善
し
な
が
ら
、
会

員
増
強
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

●問　

教
育
養
成
機
関
の
教
育
年

限
延
長
と
教
育
機
関
の
強
化
に

向
け
た
活
動
と
あ
る
が
、
ど
う

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
進
め

る
の
か
。

●答　

「
歯
科
専
門
職
の
資
質
向

上
検
討
会
」
を
厚
生
労
働
省
内

に
立
ち
上
げ
、
様
々
な
角
度
か

ら
検
討
し
て
い
る
が
、
歯
科
技

工
士
養
成
教
育
に
は
こ
れ
ぐ
ら

い
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
理
念
を
曲
げ
ず
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

●問　

岩
手
県
で
は
県
議
会
か
ら

「
歯
科
技
工
所
へ
の
東
日
本
大

震
災
被
災
に
よ
る
被
災
復
旧
支

援
策
の
拡
大
と
歯
科
技
工
所
を

医
療
提
供
施
設
に
位
置
づ
け
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提

出
し
て
も
ら
っ
た
。
各
都
道
府

県
で
も
同
じ
よ
う
な
意
見
書
を

提
出
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

●答　

そ
の
意
見
書
を
歯
科
技
工

士
に
関
す
る
制
度
推
進
議
員
連

盟
例
会
の
資
料
に
取
り
入
れ
、

歯
科
技
工
所
の
識
別
番
号
付
与

と
と
も
に
地
方
と
中
央
が
連
携

し
て
前
に
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

●問　

活
動
方
針
に
製
作
技
工
に

要
す
る
費
用
が
担
当
者
に
正
当

に
届
く
た
め
の
渉
外
活
動
と
あ

る
が
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う

こ
と
か
。

●答　

公
的
社
会
保
険
医
療
に
含

ま
れ
る
歯
科
技
工
の
対
価
が
担

当
者
に
正
当
に
届
く
よ
う
な
活

動
で
あ
る
。

●問　

女
性
歯
科
技
工
士
、
青
年

層
の
歯
科
技
工
士
に
向
け
た
組

織
拡
充
活
動
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

●答　

女
性
歯
科
技
工
士
、
青
年

二
〇
一
三
年
度　
　

第
二
回
評
議
員
会

二
〇
一
三
年
度　
　

第
二
回
評
議
員
会

役  員  選  挙  公  示

2013年 12月 1日

　　　会　員　各　位

	 日本歯科技工士連盟
	 　役員選挙管理委員会
	 　　委員長　鎌　田　栄　幸　

　任期満了に伴う日本歯科技工士連盟役員選挙に関し、規約第 11条第 2項及び役員選挙規程により下記要領
にて選挙を行いますのでお知らせいたします。

記

１．選挙の期日　　2014年 3月 15日（土）【評議員会開催日】
　
２．選挙の場所　　歯科技工士会館
　　　　　　　　　　東京都新宿区市谷左内町21-5　　電話　03-5227-3212
　
３．選挙の種類　　会	長（定員 1名）、監	事（定員 2名）
　
４．立候補者の届出書類　　『立候補届』1部
　　　　　　　　　　　　　*	1		『立候補届』は、氏名（捺印）、生年月日、現住所、就業先所在地及び名称、
　　　　　　　　　　　　　　　立候補の趣意、役職歴等を明記すること。
　　　　　　　　　　　　　*	2		『立候補届』は、所定用紙を使用すること。	
　　　　　　　　　　　　　　　用紙は、日本歯科技工士連盟内役員選挙管理委員会に請求して下さい。
　
５．立候補の届出期間　　2014年 1月 20日（月）～ 24日（金）午後 3時【厳守】
　　　　　　　　　　　　役員選挙管理委員会に上記『立候補届』を郵送又は持参提出すること。
　　　　　　　　　　　　*	1			『立候補届』は、封筒にその旨を明記し封緘すること。
　　　　　　　　　　　　*	2			ファクシミリ、電子メール不可
　
６．役員任期　　2014年 4月１日～ 2016年 3月 31日までの 2年
　
７．注意事項その他　　候補者が定員を超えないとき、又は超えなくなったときは、その候補者
　　　　　　　　　　　を当選者と決定することができる。

以　上

役員改選に伴う役員選挙管理委員会設置の件

2013年 10月 4日

　　　会　員　各　位
	 	 日本歯科技工士連盟
	 　	 　会　長　　古　橋　博　美　

　役員の任期満了に伴う改選期が近づいたので役員選挙規程第 3条及び第 4条により下記のとおり選挙管理
委員を委嘱し、役員選挙管理委員会を設置いたしました。ここにお知らせいたします。

記
	 役員選挙管理委員会委員
　　　　　　　　	 　　鎌　田　栄　幸　（東　京）
　　　　　　　　	 　　菊　地　靖　彦　（茨　城）
　　　　　　　　	 　　串　上　達　也　（三　重）
　　　　　　　　	 　　菅　谷　雅　彦　（埼　玉）
　　　　　　　　	 　　田　中　澄　良　（東　京）
　　　　　　　　	 　　森　野　　　隆　（静　岡）

（敬称略）

役員選挙管理委員会正副委員長選任の件

2013年 11月 15日

　　　会　員　各　位
	 	 	 　　　日本歯科技工士連盟
	 　	 　	 　　　　役員選挙管理委員会　

　役員選挙規程第 4条により委員の互選をもって下記のとおり役員選挙管理委員会正副委員長を選任したの
でここにお知らせいたします。選挙実施に当たっての詳細は別に発表いたします。

記
	 役員選挙管理委員会委員長　　鎌　田　栄　幸
	 	 同	　　　副委員長　　菊　地　靖　彦
　　　　　　　　	　	 	 同	　　　　委　員　　串　上　達　也
　　　　　　　　	　	 	 同	　　　　委　員　　菅　谷　雅　彦
　　　　　　　　	　	 	 同	　　　　委　員　　田　中　澄　良
　　　　　　　　　		 	 同	　　　　委　員　　森　野　　　隆

（敬称略）

TEL 03-5225-6050 歯科技工士国民年金基金
〒162-0846 東京都新宿区市谷左内町 21-5

歯科技工士会館内
Email info@gikoushi-nenkin.jp
http://www.gikoushi-nenkin.jp


